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 環 境 経 営 方 針  

 

 基 本 理 念  

 当社は総合工場管理業・一般及び産業廃棄物収集運搬業を営むにあたり、『おいしいお茶を淹れる』

心で、むり、むら、むだを省き、廃棄物の発生抑制・再利用・再使用を進めると共に、二酸化炭素の 

削減等を行い継続的に地球環境の保全と負荷低減に努めます｡ 

 また、環境関連法規制遵守を誓約し、全社一丸となって次世代社会に資する環境経営を目指します｡ 

 

 基 本 方 針  

 

1.グリーンカラーとしての自覚を持ち、法令遵守はもとより、企業の社会的責任を果たすため、まず、 

 地域社会との調和を図り、環境奉仕活動を率先して行います。 

 

2.積極的に自然資源の活用を進め、エネルギー消費の削減を図り、二酸化炭素の削減、総排水量の 

 削減及び廃棄物排出量の削減に努めます｡ 

 

3.基本理念を理解し、全社一丸で取り組む為、環境・エネルギー・省資源、好循環型環境経営シ 

 ステムの重要性を認識する教育を徹底します｡ 

 

4.業を通して環境に配慮したサービス及び施工の提案に努めた事業活動を促進します｡ 

 

5.環境に配慮した製品のグリーン購入を推進します｡ 

 

6.職場内の整理・整頓・清掃・清潔・躾を徹底し、総合的力量の向上に努めます｡ 

 

7.この方針は全従業員に周知し、社外にも開示します｡ 

 

 

 

 

改定日 平成 26 年 6 月 1 日 

株式会社 冨田商店 

代表取締役 冨田 昭夫 
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２．事業概要 

 

１）事業所名及び代表者 

株式会社 冨田商店 

代表取締役 冨田 昭夫 

 

 ２）所在地 

 

    本   社 〒481-0043 

          愛知県北名古屋市沖村天花寺 7 

          TEL（0568）23-3221 FAX（0568）23-9064 

          URL http://www.tomitashouten.co.JP 

    江南事務所 〒483-8256 

          愛知県江南市中奈良 1ツ目 1番地／森永乳業㈱中京工場内 

          TEL/FAX（0587）53-7581 

稲沢事業所 〒495-8601 

          愛知県稲沢市祖父江町外平 150／王子マテリア㈱祖父江工場内 

          TEL/FAX（0587）97-8221 

 

 ３）創業年月日 

    昭和３７年７月１日 

 

 ４）設立年月日 

    平成５年５月５日 

 

 ５）資本金 

    ２,０００万円（2023年 4月現在） 

 

６）環境管理の責任者及び担当者 

    環境管理責任者 冨田 順一 

    環境管理担当者 高原 まゆみ 

連  絡  先 TEL（0568）23-3221 FAX（0568）23-9064 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.tomitashouten.co.jp/
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７）事業の内容 

 

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬業 

清掃業務、建設業（とび・土工工事、機械器具の設置工事業、解体工事業） 

          

 

 ８）事業の規模 

 

活動規模 単位 
令和 3年 

(R3.4～R4.3) 

令和 4年 
(R4.4～R5.3) 

処理量（収集運搬量） ｔ 6,398.2 5,823.6 

売上高 百万円 415 428 

従業員 人 37 41 

床面積  (倉庫) ㎡ 147.46 147.46 

〃 （本社） ㎡ 233.19 233.19 

〃  (江南事業所) ㎡ 61.71 61.71 

〃  (稲沢事業所) ㎡ 9.72 9.72 

〃  (第一駐車場) ㎡ 432.02 432.02 

〃 （積替保管場） ㎡ 
254 

(保管上限 79.32㎥) 

254 

(保管上限 79.32㎥) 

 

倉 庫    ：北名古屋市沖村天花寺１２６ 

本 社    ：北名古屋市沖村天花寺７ 

第 1 駐車場  ：北名古屋市沖村天花寺１２７ 

積替え保管場 ：北名古屋市沖村天花寺７５ 

（現在積替え保管は発生していません） 
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代表取締役 

冨田 昭夫 

環境管理責任者 

専務取締役 

冨田 順一 

環境管理担当者 

高原 まゆみ 

管理部門 総務部門 

収運部門 

営業部門 

稲沢事業所 江南事務所 

事務 ﾘﾌｫｰﾑ部 

 

 ９）推進体制表 

 

令和 5年 5月現在 

 

ＥＡ２１推進委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 役割・責任・権限 

代表取締役 ・環境管理システムの総責任者 

・環境方針を定める 

・環境管理責任者を任命 

・資源（人員・設備・費用）の準備 

・全体の取組状況の評価と見直し 

環境管理責任者 ・教育の実施 

・実施状況の確認 

・環境活動の取組結果を代表者に報告 

・環境管理レポートの確認 

環境管理担当者 ・文書の作成管理 

・システム運用上の事務管理 

・環境活動計画実施の実績集計 

・環境管理レポートの作成 

各事業所長 ・環境目標達成するための活動の推進、提案 

全従業員 ・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

 

 

焼却 リサイクル 清掃 技術部門 

(３名) 

(２５名) (２名) (７名) 

造園 

(１名) 

本社 
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 10）許可の内容 

 

 ①産業廃棄物収集運搬業許可証 

地域 

新規許可日 

許可 

有効期限 

品
目
数 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
① 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず
② 

ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く

ず
③ 

及
び 

陶
磁
器
く
ず
② 

鉱
さ
い 

※
が
れ
き
類 

ダ
ス
ト
類
（
ば
い
じ
ん
） 

積
替
保
管 

許可番号 

愛知県 ○優  
H25.11.25 

R9.11.24 
16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 有 

02310009456 

岐阜県 ○優  
H26.1.6 

R10.1.5 
16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02100009456 

三重県 ○優  
H25.11.4 

R9.11.3 
16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02400009456 

長野県 ○優  
H28.8.25 

R12.8.24 
16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02009009456 

静岡県 
R2.10.28 

R7.10.27 
16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02201009456 

① 自動車等破砕物を除く。石綿含有産業廃棄物を含む。 

② 自動車等破砕物を除く。 

③ 工作物の新築、改造又は除去に伴って生じたものを除く。 

積替え保管の場合、以上 16品目水銀使用製品産業廃棄物を除く。 

               

1. 化学物質は使用していません。 

 2. 愛知県・岐阜県・三重県・長野県ともに優良評価認定。 
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 ②特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 

地域 
許可の 

年月日 
 

許可の有効 

年月日 

品
目
数 

引
火
性
廃
油 

腐
食
性
廃
酸 

腐
食
性
廃
ア
ル
カ
リ 

特
定
有
害
鉱
さ
い 

特
定
有
害
廃
石
綿
等 

特
定
有
害
ダ
ス
ト
類 

特
定
有
害
燃
え
殻 

 

特
定
有
害
廃
油 

特
定
有
害
汚
泥 

特
定
有
害
廃
酸 

特
定
有
害
廃
ア
ル
カ
リ 

積
替
保
管 

許可番号 

愛知県○優  
H29.3.13 

R6.3.12 

特

11 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02350009456 

岐阜県 
R5.6.20 

R10.6.19 

特

11 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02150009456 

三重県○優  
H27.11.18 

R9.11.17 

特

11 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02450009456 

静岡県 
R5.9.4 

R10.9.3 

特

11 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － 

02251009456 

 

 

 ③一般廃棄物収集運搬業許可証 

地域 許可番号 許可期間 

北名古屋市 4北環許第 12号 R4.04.1から R6.03.31 

江南市 4－許 第 29号 R4.04.1から R6.03.31 

大口町 大口町許可指令－第 44 号 R4.04.1から R6.03.31 

 ※北名古屋市・江南市・大口町は令和３年度の実績はありません。 

 

 ④建設業許可証 

種類 許可番号 許可年月日 許可有効期限 

とび・土工工事業 

般－３１ 

第６２５４９号 
令和元年 5月 9日 令和 6年 5月 8日 

機械器具設置工事

業 

解体工事業 
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 11）保有車両 

 

① 運搬登録車両 １３台 

・２ｔ幌付キャブオーバー     ・・・ １台 

   ・８ｔキャブオーバー       ・・・ １台 

   ・４ｔ脱着装置付コンテナ専用車  ・・・ １台 

   ・８ｔ脱着装置付コンテナ専用車  ・・・ ３台 

   ・１１ｔ脱着装置付コンテナ専用車 ・・・ ３台 

   ・バン              ・・・ ４台 

 

② 営業車両 ３台 

   ・ハイブリット車 ・・・ １台 

   ・バン      ・・・ ２台 

 

③ 作業車両 ６台 

   ・フォークリフト     ・・・ ３台 

   ・ミニクローラークレーン ・・・ １台 

   ・ホイルローダー     ・・・ ２台 

 

④ その他 ２台 

   ・１．５ｔ電動リーチ型高所作業車 ・・・ １台 

   ・のぼる君            ・・・ １台 

 

 

 12）処理工程図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排出事業者 ㈱冨田商店 

積替保管施設 

処分施設 

処分施設 

処
分
業
者
へ 

処
分
業
者
へ 

収
集
運
搬
業
者
へ 
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  13）認証登録範囲 

 

  ・対象組織 ： 本社、江南事務所、稲沢事業所 

             

 

  ・対象活動 ： 産業廃棄物の収集運搬業、清掃業務、 

          建設業（とび・土工工事、機械器具の設置工事業、解体工事業） 
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３．環境経営目標とその実績及び評価 

環境目標は、当社の令和２年度の実績を基準に５年間の目標とする。 

（排出係数は中部電力の R3年度中部電力ミライズの排出係数 0.388を使用しています。） 

【基準となる年度の実績】 

R2(2020)年度実績 二酸化炭素 電力 化石燃料 水 産廃 一廃 

事業所単位

の 

積み上げ 

本社 193,455.49 12,158.00 73,388.18 62.5 27.5 11.62 

江南 6,630.60 － 2,570.00 － － 14.9 

稲沢 42,754.25 3,115.00 16,051.04 － － 20.4 

全体 242,840.34 15,273.00 92,009.22 62.5 27.5 46.92 

 

項目 
基準年度 

（R2 年度） 

目標 実績・評価 

R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R4.4～R5.3 

①
環
境
奉
仕
活
動
の
実
施 

(1)他社・他団

体主催の 

奉仕活動 

（年回） 

年１回 年１回以上 年１回以上 年１回以上 年１回以上 年１回以上 
年 2 回 

◎ 

(2)自社主催 

の奉仕活動 

（週回） 

週１回 週１回以上 週１回以上 週１回以上 週１回以上 週１回以上 
週 1 回 

◎ 

②二酸化炭素 

排出量削減 

（Kg－CO2） 

全

体 242,840.34 
１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 ５％削減 

250,195.85 

✕ 

240,411.94 237,983.54 235,555.13 233,126.73 230,698.33 

本

社 193,455.49 191,520.94 189,586.38 187,651.83 185,717.27 183,782.72 

江

南 6,630.60 6,564.29 6,497.99 6,431.68 6,365.38 6,299.07 

稲

沢 42,754.25 42,326.71 41,899.17 41,471.62 41,044.08 40,616.54 

 
(1)電力

使用量の

削減 

（ｋｗ） 

全

体 15,273.00 
１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 ５％削減 

17,131.00 

× 

15,120.27 14,967.54 14,814.81 14,662.08 14,509.35 

本

社 12,158.00 12,036.42 11,914.84 11,793.26 11,671.68 11,550.10 

稲

沢 3,115.00 3,083.85 3,052.70 3,021.55 2,990.40 2,959.25 

(2)燃料

使用量 

の削減 

（Ｌ） 

全

体 92,009.22  
１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 ５％削減 

94,812.99 

× 

91,089.13 90,169.04 89,248.94 88,328.85 87,408.76 

本

社 73,388.18 72,654.30 71,920.42 71,186.53 70,452.65 69,718.77 

江

南 2,570.00 2,544.30 2,518.60 2,492.90 2,467.20 2,441.50 
稲

沢 16,051.04 15,890.53 15,730.02 15,569.51 15,409.00 15,248.49 

③水資源使用 

量の削減 

（㎥） 

62.5 ±10％ ±10％ ±10％ ±10％ ±10％ 
54.8 

◎ 

④
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

（1）産業 

廃棄物量削減 

（ｔ） 

27.5 ±10％ ±10％ ±10％ ±10％ ±10％ 
20.1 

◎ 

（2）一般

廃棄物量

削減 

（㎏） 

全

体 46.92 
１％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 ５％削減 

50.44 

× 

46.45 45.98 45.51 45.04 44.58 

本

社 11.62 11.50 11.39 11.27 11.16 11.04 

江

南 14.90 14.75 14.60 14.45 14.30 14.16 

稲

沢 20.40 20.20 19.99 19.79 19.58 19.38 
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⑤環境配慮ｻｰﾋﾞｽ 記録なし 
会議への 

参加 

会議への 

参加 

会議への 

参加 

会議への 

参加 

会議への 

参加 

年 12回 

◎ 

⑥グリーン購入 

の推進 

（％） 

購入点数の 

67.1％ 

購入点数の 

60％ 

購入点数の 

60％ 

購入点数の 

60％ 

購入点数の 

60％ 

購入点数の 

60％ 

63.5％ 

◎ 

⑦環境活動教育 

の実施 

（年回） 

年２回 年２回 年２回 年２回 年２回 年２回 
2 回 

◎ 

⑧職場環境改善、 

維持 
５Ｓの推進 ５Ｓの推進 ５Ｓの推進 ５Ｓの推進 ５Ｓの推進 ５Ｓの推進 ◎ 

 

※ 実績・評価欄：全社（本社+江南事務所+稲沢事業所）実績です。 

※ 行動目標評価：良好◎、未実施×  数値目標評価：達成◎、未達成× 

※ 実績・評価は対目標値と比較した値です。 

※ 一般廃棄物量は可燃ごみのみを計上します。 

※ 化学物質は取扱がありません。 
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４．主要な環境経営計画 

                                          環境管理責任者 冨田順一    

１） 環境奉仕活動の実施 （担当：専務） 

・他社、他団体等の主催する奉仕活動に積極的に参加する。 

・自社による自主的な奉仕活動を行う。 

２） 二酸化炭素排出量の削減 （担当：専務） 

①電力使用量の削減 

   ・不要な照明は使用しない。⇒人がいない時は必ず消灯する。 

   ・就業後待機電源をＯＦＦにする。 

・パソコン、コピー機等の機器類は省エコモードにし、不使用時は電源をＯＦＦにする。 

・エアコンの設定温度は冷房２８℃、暖房２２℃設定を励行する。⇒空調に頼りすぎず、 

                                服装で調整する。 

・電化製品を交換する場合、省エネ製品を選択する。 

②燃料使用量の削減 

   ・エコドライブ、アイドリングストップ（重機を含む）を徹底する。 

   ・効率的なルート走行で、走行距離の短縮化を図る。 

   ・燃料給油量、走行距離を把握し燃費の管理をする。 

・大型車両はタコグラフでの管理をする。 

   ・車両の始業点検、整備等を実施し管理する。 

   ・法定速度を順守する。 

   ・油脂類の管理をする。 

   ・過積載禁止 

   ・タイヤの空気圧の適正化 

 ３）水資源使用量の削減 （担当：専務） 

   ・雨水を利用する。 

   ・給湯室の節水をする。 

 ４）廃棄物排出量の削減 （担当：専務） 

   ・廃棄物の再生利用に努める。（分別の徹底） 

   ・一般廃棄物の分別をする。 

・茶殻を肥料として利用する。 

・古紙のリサイクル化を心掛ける。（リサイクリできるように分別、保管） 

 ５）環境配慮サービスの促進 （担当：社長） 

   ・愛知県産業資源循環協会の活動（産廃不適正処理対応会議等）に積極的に参加する。 

 ６）グリーン購入の推進 （担当：事務） 

   ・事務用品のグリーン購入法適合商品の購入。 

   ・現場資機材のグリーン購入法適合商品の購入。 

７）環境活動教育の実施 （担当：専務） 

   ・定期的に社員教育を実施し、環境経営システムの周知徹底をする。 
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 ８）職場環境の改善、維持 （担当：専務） 

   ・全社員で各職場の整理・整頓・清掃・清潔・躾を心掛ける。 

   ・月に 1度、安全衛生会議を行う。 
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５．環境経営活動の取組結果と評価及び今後の取組 

 

 １）取組結果 

   令和４年度（令和 4年 4月～令和 5年 3月末日迄）の取組結果は下記の通りである。 

① 本社 

R4.4月～R5.3月迄           ※ 結果の評価：良好◎、未実施× 数値目標：達成◎、未達成× 

環境目標 項目 取組結果 評価及び今後の取組 

① 
環境奉仕 
活動実施 

他社・他団体 
主催奉仕活動 
（年回） 

目標 年 2 回 令和4年6月不法投棄ﾊ゚ ﾄﾛー ﾙ、10月には合瀬川の清掃を行った。
その他 6 月に地域の子ども食堂に協賛した。今後も奉仕活動が
行われる場合は積極的な参加を心掛けて行きたい。 

実績 年 2 回 

評価 ◎ 

自社主催 
奉仕活動 
（週回） 

目標 週 1 回 自社主催の奉仕活動は昨年と同様週 1 回を目標とし、達成出来
た。今後も、気が付いた時にゴミを拾う等の日々 の活動を続けて
いきたい。 

実績 週 1 回 

評価 ◎ 

② 
二酸化炭素 
排出量削減 

二酸化炭素量 
（kg-CO2） 

目標 189,586.38 今年度は8％増で目標を達成することができなかった。 
使用電力、使用燃料共に目標を達成できればもっと二酸化炭素
排出量を減らすことができた。今後も継続して目標達成に努め
たい。 

実績 204,805.02 

評価 × 

 

(1) 
電力使用量 

削減 

電力使用量 
（Kwh） 

目標 11,914.84 今年度は 19.5％増で目標を達成できなかった。夏の間パソコン
保護のため事務所のエアコンを週末も調整して稼働させたた
め、使用電力が増加したと考えられる。今後も猛暑が予想される
ため、夏の電力使用量の増加は避けられないが、今後も節電を意
識して目標達成に努めていきたい。 

実績 14,250.00 

評価 × 

(2) 
燃料使用量 

削減 

化石燃料 
使用量 
（Ｌ） 

目標 71,920.42 今年度は7.9％増で目標を達成できなかった。 
走行距離だけでなく、気象状況により車のエアコン使用の頻度
が多くなっているのも燃料使用量増加の要因となっていると思
われる。今後もエコ運転と効率の良いルートを確認し、目標を達
成していきたい。 

実績 77,652.91 

評価 ◎ 

③ 
水資源使用量 

削減 

水資源 
使用量 
（㎥） 

目標 62.5±10 

今年度は目標を達成できた。今後も節水に心がけていきたい。 実績 54.8 

評価 ◎ 

④ 
廃棄物排出量 

削減 

産業廃棄物量 
(自社排出量) 

（ｔ） 

目標 27.5±10 今年度は目標を達成できた。 
建設業の方での廃棄物が少なかったためだが、今後も適正に処
理していきたい。 

実績 20.1 

評価 ◎ 

一般廃棄物量 
(自社排出量) 

（Kg） 

目標 11.39 今年度は53.1％増で目標を達成できなかった。 
昨年度も目標を達成できていないので、更に分別を徹底し廃棄
物削減に取り組んでいきたい。 

実績 17.44 

評価 × 

⑤ 環境配慮ｻー ﾋ゙ ｽの促進 
実施 

状況 
会議への参加 

愛産協の理事をしており、定期的な会議及びその他会議、行事に 
積極的に参加している。 

⑥グリーン購入の推進 
（％） 

目標 60 
今年度は目標を達成する事ができた。 
今後もグリーンマーク商品の購入を推奨していきたい。 実績 63.5 

評価 ◎ 

⑦ 環境活動教育実施 
実施 

状況 
年 2 回実施 

令和4年6月と11月に各部署毎のﾐー ﾃｨﾝｸ゙ を行い、環境活動取
組等についての話し合いを行った。 

⑧ 場環境改善、維持 
（５Ｓの推進） 

実施 

状況 
５Ｓの推進 各自職場、車輌の整理・整頓・清掃・清潔・躾を自主的に行う。 

※ ⑤⑦⑧については、行動実施状況のみで評価しています。 

※ 電力、一般廃棄物はアールイー東海㈱と 8：2で案分しています。 
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② 江南事務所 

R4.4月～R5.3月迄          ※ 結果の評価：良好◎、未実施× 数値目標：達成◎、未達成× 

環境目標 項目 取組結果 評価及び今後の取組 

① 
環境奉仕 
活動実施 

他社・他団体 
主催奉仕活動 
（年回） 

目標 年 1 回 
本年度は他社の主催する交通安全の活動に定期的
に参加してる。 実績 年数回 

評価 ◎ 

自社主催 
奉仕活動 
（週回） 

目標 週 1 回 
施設外周の 10 分間清掃等を積極的に取り組 
む事が出来た。今後も継続して行きたい。 実績 週 1 回 

評価 ◎ 

② 
二酸化炭素 
排出量削減 

二酸化炭素量 
（kg-CO2） 

目標 6,497.99 本年度は目標に対し4.3％減で達成する事ができた。ﾌｫー ｸﾘﾌﾄ等
のエコ運転にも十分に取り組めている。今後とも高い意識で継
続していきたい。 

実績 6,217.80 

評価 ◎ 

 

(1) 
電力使用量 

削減 

不要照明の 
消灯 

実施 

状況 
◎ 

数値目標は無いので、行動実施で評価をした結果、一人一人が
節電を心掛けこまめな消灯に努める事ができた。今後も継続し
て行きたい。 

(2) 
燃料使用量 

削減 

化石燃料 
使用量 
（Ｌ） 

目標 2,518.60 
本年度は目標に対し4.3％減で達成する事ができた。今後とも
安全運転に心がけ高い意識で継続していきたい。 実績 2,410.00 

評価 ◎ 

③ 
水資源使用量 

削減 
節水 

実施 

状況 
◎ 

数値目標は無いので、行動実施で評価した結果、一人一人が節
水を心掛けて行動する事ができこんごも後も継続して行きた
い。 

④ 
廃棄物排出量 

削減 

一般廃棄物量 
(自社排出量) 

（Kg） 

目標 14.6 
本年度の排出量は目標に対し1.3％増で達成することができな
かった。少しでもゴミを減らせるよう今後も努めていきたい。 
 

実績 14.8 

評価 × 

⑤グリーン購入の推進 
(％) 

目標 記録なし 

本社にて一括購入している為、本社の評価に準ずる｡ 実績  

評価  

⑥環境活動教育実施 
実施 

状況 
年 2 回実施 

令和4年6月と11月に各部署毎のﾐー ﾃｨﾝｸ゙ を行い、環境活動
取組等についての話し合いを行った。 

⑦職場環境改善、維持 
（５Ｓの推進） 

実施 

状況 
５Ｓの推進 各自職場、車輌の整理・整頓・清掃・清潔・躾を自主的に行う。 

 

※ ②－(1)電力使用量削減、③水資源使用量削減については、他社施設内の為数値の把握が

出来ないので行動実施状況で評価しています。 

※ ⑥環境活動教育実施については、行動実施状況で評価しています。 
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③ 稲沢事業所 

R4.4月～R5.3月迄           ※ 結果の評価：良好◎、未実施× 数値目標：達成◎、未達成× 

環境目標 項目 取組結果 評価及び今後の取組 

① 
環境奉仕 
活動実施 

他社・他団体 
主催奉仕活動 
（年回） 

目標 年 5 回 
今年度は、清掃活動等に参加し達成できた。今後も活動がある場
合は積極的な参加を心掛けています。 実績 年 5 回 

評価 ◎ 

自社主催 
奉仕活動 
（回） 

目標 週 1 回 
週 1 回の施設内の清掃活動や、毎日作業中に気付いたゴミを拾
う等の取組を維持している。今後も継続して行きたい。 実績 週 1 回 

評価 ◎ 

② 
二酸化炭素 
排出量削減 

二酸化炭素量 
（kg-CO2） 

目標 41,899.17 
今年度の排出量は目標に対し6.5％減で達成する事が出来た。今
後も削減に努力していきたい。 実績 39,173.04 

評価 ◎ 

 

(1) 
電力使用量 

削減 

電力使用量 
（Kwh） 

目標 3,052.70 

 今年度の電力使用量は、5.6％減で目標を達成できた。エアコン
を適正に使用し、今後も削減に努めていきたい。 実績 2,881.00 

評価 ◎ 

(2) 
燃料使用量 

削減 

化石燃料 
使用量 
（Ｌ） 

目標 15,730.02 今年度の化石燃料使用量は6.2％減で目標を達成できた。収集運
搬量の多少の減少はあったものの、エコ運転は実践できている。
今後もエコ運転を心掛けたい。 

実績 14,750.08 

評価 ◎ 

③ 
水資源使用量 

削減 
節水 

実施 

状況 
◎ 

数値目標は無いので、行動実施で評価した結果、ひとりひとりが
節水を心掛けて行動する事ができた。今後も継続して行きたい。 

④ 
廃棄物排出量 

削減 

一般廃棄物量 
(自社排出量) 

（Kg） 

目標 19.99 
本年度の排出量は目標に対し 0.89％減で達成出来た。今後も分
別に心掛け目標の達成が出来る様に進めて行きたい。 実績 18.2 

評価 ◎ 

⑤グリーン購入の推進 
(％) 

目標 記録なし 

本社にて一括購入している為、本社の評価に準ずる｡ 実績  

評価  

⑥環境活動教育実施 
実施 

状況 
年 2 回実施 

令和4年6月と11月に各部署毎のﾐー ﾃｨﾝｸ゙ を行い、環境活動取
組等についての話し合いを行った。 

⑦職場環境改善、維持 
（５Ｓの推進） 

実施 

状況 
５Ｓの推進 各自職場、車輌の整理・整頓・清掃・清潔・躾を自主的に行う。 

 

※ ③水資源使用量削減については、他社施設内の為数値の把握が出来ないので行動実施状

況で評価しています。 

※ ⑥環境活動教育実施については、行動実施状況で評価しています。 
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果 

並びに違反、起訴等の有無 

 
 １）環境関連法規の遵守状況の確認及び評価結果 

   令和５年４月に遵守状況の確認及び評価を行った結果は下記の通りです。 

 適用法 規制値基準値 現状値 対象作業 遵守 
評価 

廃
棄
物
、
資
源 

廃棄物の処理及び 
清掃に関する法律 

（廃掃法） 

・産業廃棄物のマニフェスト 
管理 

・対象廃棄物の収集運搬有り 
・省令で定める期間保存 

・収集運搬業 ○ 

・帳簿の管理 ・帳簿の記載、保存 ・収集運搬業 ○ 

・収集運搬業許可 

・各県知事許可の産廃収集運 
搬、特管産廃収集運搬許可 
証有り 

・収集運搬車両表示と許可証 
 の携行 

・許可証の更新 
・認定講習の受講 
・契約書の締結 
・表示・携行 

○ 

・許可業者への委託 
・各県知事許可のある収集運 
搬業者、処分業者と契約 

・委託契約書の締 
結 

○ 

・年度排出量報告書 ・県に報告 ・収集運搬業 ○ 

・廃石綿等の収集・運搬 ・特別管理管理産業廃棄物 ・収集運搬業 ○ 

国等による環境物品等の 
調達の推進等に関する法律 

（グリーン購入法） 

・環境物品等の調達の推進 
・環境物品等に関する情報 
の提供 

・環境物品等への需要の転 
換を促進 

・事務用品等グリーン購入適 
合品を使用有り 

・一部ハイブリット車使用 

・環境物品等の選 
択 

○ 

建設工事に係る資材の 
再資源化等に関する法律 
（建設リサイクル法） 

 
 

・再生資源の十分な利用及 
び廃棄物の減量 

・特定建設資材 
・コンクリート／コンクリ 
ート及び鉄から成る建設 
資材／木材／アスファル 
ト･コンクリート 

・一般建設工事からの建設資 
材廃棄物の再資源化に努
めている 
 

 

・特定建設資材の 
適正処理 
 
 

 

○ 

使用済み自動車の 
再資源化等に関する法律 
（自動車リサイクル法） 

・使用済自動車に係る廃棄 
物の減量並びに再生資源 
及び再生部品の十分な利 
用 

・対象車種 
被けん引車・二輪車・大 
型、小型特殊自動車・そ 
の他法令で定めるものを 
除く全ての自動車 

・対象自動車所有 
バンタイプ：4 台 
トラック：1 台 
コンテナ車：7 台 
ユニック車：1 台 

・車検時にリサイ 
クル料支出 

・廃車時業者に引 
き渡し 

○ 

廃棄物の適正な処理の 
促進に関する条例 

・廃棄物の適正な処理に関 
する県、事業者及び県民 
の債務を明らかにする 

・廃棄物の収集運搬有り ・県外搬入届出 ○ 

・産業廃棄物の保管の届出 

・保管施設周囲は高さ 1.8M 
のフェンスにて囲む看板
を設置 

・出入口は施錠し安易に出入 
出来ないようにする 

・保管面積 
保管場所 68.68㎡ 

・廃棄物積替え保 
管届出 

○ 

・現地確認記録 ・施設見学 ・調査 ○ 

騒
音 

騒音規制法 
・特定工場 
・特定建設作業 
・自動車騒音 

・自動車騒音規制車 16台有 
・リフト、ショベルローダー 
所有 

・規制基準遵守 ○ 
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 適用法 規制値基準値 現状値 対象作業 
遵守 
評価 

振
動 

振動規制法 
・特定工場 
・特定建設作業 
・道路交通振動 

・コンテナ、ユニック車所有 
・リフト、ショベルローダー 

所有 
・規制基準遵守 ○ 

公
害
全
般 

県民の生活環境の 
保全等に関する条例 

・公害の防止、事業活動及 
び日常生活に伴う環境へ 
の負荷の低減 

・アイドリングストップ 

・愛知県環境基本条例 第二 
条に定める基本理念にの 
っとり遵守 

・環境活動計画取 
 組 ○ 

地
球
環
境 

フロン類の使用の合理化 
及び管理の適正化に 

関する法律 
（フロン排出抑制法） 

・フロン類の回収 
・大気への放出禁止 
・フロンのライフサイクルに 
携わる全ての主体に、法令 
の遵守を求めている 

・業務用エアコンの設置 

・修理・廃棄時に 
登録業者に委託 

・３カ月に１度の 
 簡易点検 

○ 

大
気
汚
染 

自動車から排出される 
窒素酸化物及び粒子状物質 
の特定地域における総量の 
削減等に関する特別借地法 

（自動車 Nox/PM 法） 

・自動車から排出される窒 
素酸化物及び粒子状物質 
の総量の削減 

・使用車種規制（Nox／PM）適 
合車使用 

・運搬作業 ○ 

大
気
汚
染 

そ
の
他 

建築物の解体・改造・補修
工事に伴う石綿の飛散防止 

（大気汚染防止法） 

・一定規模以上等の建築物等
の解体工事について、石綿
含有の有無にかかわらず、
調査結果の都道府県等へ
の報告 

・実績のある石綿撤去工事業
者に委託 

・工事前の事前の調査及び都
道府県への届出 

・労働基準監督署への届出 

・解体工事 〇 

道路運送車両法 

・所有権の公証等を行い、 
安全性の確保及び公害の 
防止その他の環境の保全 
並びに整備についての技 
術の向上を図る 

・道路運送車両法を遵守 
・車検証携帯 
・自動車検査を受 
けて運行 

○ 

 

 

 

 

 

２）環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 

  環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局からの違反等の指摘は過去３年間 

ありません。 

 

 

 ３）地域住民等からの苦情はありません。 
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７．代表者による全体評価と見直・指示 

 

 

今期の業績ですが、大きな受注はなかったものの概ね、右肩上がりとなり、黒字決算

を迎えられました。 

 

ロシアとウクライナの戦争等、世界各地で戦争が頻発する中、物資の不足、（特に半導

体）輸出入規制、海外船舶物流の値上げ、輪をかけて為替に於いて円安に歯止めがかか

らない状況の中、弊社お客様に於いても厳しい経済環境が長期にわたり続いています。

その渦中の割には仕事量は安定していますが、粗利は今一歩の努力が必要と思われます。 

 

ＥＡ２１の活動に於ても目標値の見直しを図り、より活動目標が立てやすいようにし

ました。今期は使用燃料の価格は上がったものの、二酸化炭素の排出削減・環境奉仕 

活動等、実施標を達成することができました。しかし奢れること無いよう引き続き燃費を

考えたルートを考えるなど、努力が必要であると考えます。 

 

 また、長期化しているコロナ対策として、手洗いうがいの励行は言うに及ばず、様々

な対策の実施を、社内はもちろん森永乳業様の感染防止消毒作業に於いても念入りに行

っています。待遇面ではワクチン接種時、陽性、濃厚接触時に於ける有給対策も導入し

ました。 

 

ＢＣＰの観点より北名古屋市防災訓練への参加等積極的に行います。社内的には災

害発生時の対応等を出来る限り準備していきます。 

 

 近隣に於いては、ＰＴＡ、子供会等の廃品回収協力、ラジオ体操・子ども食堂等への

協賛を今後も行っていく予定です。 

 

尚、環境方針、環境目標、環境活動計画及び環境経営実施体制等について変更はいた

しません。 

 

 

令和５年６月３０日 

代表取締役 冨田昭夫 

 

 

 

 

 

 



21 

 

 

       

｟ 活 動 の 記 録｠ 

～～奉仕活動～～ 

 

・ 5月  北名古屋市にて、５３０運動を実施 

       

 

・ 6月  清須市にて、不法投棄パトロールを実施 

     

 

・ 6月  地域の子ども食堂に協賛 

 

・10月  合瀬川清掃活動を実施 

  

 

・12月  稲沢事務所にて、クランドワーク（清掃作業）を実施 
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～～訓練活動～～ 

 

・ 9月  北名古屋市総合防災訓練に参加 

     

 

・ 11月  稲沢事務所にて、地震火災避難訓練を実施 

     

 

・11月  江南事務所にて、防災訓練を実施 

 

 

～～その他～～ 

 

・10月  「県・行政と愛産協と懇談会」を実施 

   
 

 

・月 1回 本社、稲沢事務所、江南事務所とも安全会議を実施 

 

 


